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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
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総務省: IEC: CISPR ウラジオストク会議の審議結果: 情報通信技術分科会
（第 130回）(2/2) 

 平成 29年度の CISPR全体総会は、平成 29年 10月 2日から 6日までの間、ウラジオ ス
トク（ロシア）において開催された。我が国からは、総務省、各研究機関、各大学、各試

験機関及び各工業会等から 29名が参加した。会議の審議結果第二回目をお伝えします。 
 

UNECE: 国際テーマ: 国際全車両型式承認に関する国連規制 No. 0の説明 - 
質疑応答(1/3) 
 国際全車両型式承認に関する統一規定に関する UN 規制 Regulation No. 0
（ECE/TRANS/WP.29/2017/108）が、国連欧州経済委員会傘下の「自動車規制の整合化に関す
る世界フォーラム 第 173回セッション」で審議された。世界フォーラムは、
ECE/TRANS/WP.29/2017/108を検討し、投票のため AC.1への提出を、推奨した (昨号紹介)。 

 ここで紹介する本文書は、上述の国際全車両型式承認に関する国連規制 UN Regulation No. 0を
説明するための 「質疑応答」文書である。 
 

USA: FCC: KDB: 試験ラボの資格付け情報、FCC 機器認可ウェブページに
掲載 
 発行番号: 349827のもと、この KDB文書で以前に取り上げられていたトピック(試験ラボの資
格付け)は、現在 FCC機器認可ウェブページにて扱われている。 
   https://www.fcc.gov/testing-laboratory-qualifications#block-menu-block-4  
 

EU: Brexit - 自動車の型式承認への影響に関する関係当事者への指針 
Brexit: イギリスの EU離脱問題を意味する、Britainと Exitを合わせた造語 

 添付文書 documentは、以下の次項の型式承認に関し、英国の撤退が法的にどのような結果をも
たらすかを解析する： 
モータ車両とそのトレーラ 
モータ車両用のシステム、コンポーネントおよび個別の技術ユニット 

 撤退日以降については、EU法のもと以前権限のあった英国承認機関によって授与された型式
承認を参照した適合証明書を添付して、製造会社が、モータ車両を欧州連合市場に出すこと

は、撤退日から、不可能である。 
 

EU: チュートーリアル: EU単一市場への出荷時の製造会社の責任(1/8) 
 1996年 1月 1日から、電気・電子製品など多くの製品は、欧州単一市場への商品の出荷には、

CEマーキングの貼付が義務付けられ、それが現在に至っている。これはそれまでの、欧州内
各国の様々な規制、異なったマーク表示要求を置き換える画期的なことであった。欧州内製造

会社等が直面していた欧州横断的販売の難しさを解決し又消費者に一定のより高い保護を与え

るものである。これはまた域外の製造会社にも、メリットのあることであった。ここでは、EU
のWeb サイト「単一市場及び規格」から、CEマーキングの概略、製造会社が各種義務次項を
果たし CEマーキングを製品に貼付するまでのステップを紹介する。 
 

EU: EMC指令ガイド（2018/3/12版）発行: EMC指令の共通適用を支援 
 長く待たれた本ガイドが発行された。 

 

EU: 解説: 無線機器指令の整合規格リスト発行: 2018/3/9日付け 
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社長の独り言 
 
 
 

平成 30年 3月 23日 
濱口 慶一 

 
読者の皆様方は如何お過ごしですか？ 

伊勢・松阪地方は、多分今週末には桜が満開になりそうです。高校や大学を受験中のご子息がおられ

る家庭では、この数ヶ月間は受験生の方はもちろん、ご両親も緊張感でピリピリした数か月だったと

思います。 
何故、そうまでして学校に行くのかという議論もありますが、これからの日本を担う青年には、多

くの知識をつけ、色々なことに対して明確な判断が出来るようになっていただきたいと思います。 
 
さて、弊社の社員にも、またお客様の企業で働く読者の皆様にも余計なお世話かもしれませんが、

社会に出てからも自己教育習慣を持つのが最終目標だとスタッフに機会あることに話しています。人

生においては、会社で仕事をしている時でも、普段の暮らしの中でも色々な問題が起きますが、豊富

な経験や見識を持っている人は、正しい解決方法を早く見つけて処理をしていくように見受けます。

学校ではあくまでもゆっくりでも良いから適切な学習習慣をつけること、社会に出たらそれを持続さ

せることが、その人の大成につながるように思うのですが、いかがでしょうか？ 
 
さて、趣味の日本蜜蜂ですが、養蜂家にとっては待望の分封時期が近づきました、桜が満開になる

頃から、桜の花が散るまでのおよそ 1か月の期間に、冬を超えた元気な日本蜜蜂が子供を増やして大
群になり、分封します。その分封群を何とか捕獲しようと、あたかも此処の家は住み良いよと、空の

巣箱を日本蜜蜂が住処を探しているだろう箇所に設置して、この時期にひたすら空の巣箱に入居して

貰うのを待つわけです。 
空の巣箱に巣門という 6.5㎜程度の隙間を作るのですが、そこが中に入る入口になるので、日本蜜

蜂の蜜ろう等を塗り、いかにも住処には最適ですよと誘き寄せることになります。最近では、こうい

う日本蜜蜂の分封群を引き付ける、キンリョウヘン（蘭の一種）の花の匂いと同じ成分の化学トラッ

プが開発されて販売されており、捕獲にもハイテク時代が来ているようです。 
かなり前にも書きましたが、養蜂家の一番多い地域は東京の銀座らしいという情報もあります。

銀座は皇居に近く、皇居には一年中花があり、あまり農薬などを使用しないため、多くのスイーツ店

のオーナーが専門の養蜂家の指導を受け、お店の屋上に巣箱を置いて採蜜し、それをケーキなどに使

用していると聞きます。どこの国のどのような環境での花からの蜜か、正体が明確なこのようなハチ

ミツは安心して使えそうですね。 
特にハチミツについては、働き蜂が蜜を体内に蓄えて自分の巣に戻ってきます。戻ってすぐに巣

の中に蜜を蓄えるのでなく、一度働き蜂として成長前の仲間に口移しで蜜を移動させ、体温で蜜の中

の水分をある一定以上蒸発させてから巣の入れ物に入れます。例えば人間に危険な有害物質を働き蜂

が持って帰ったとすると、巣に帰る途中や帰った巣の中で待っていた仲間の蜜蜂が死んでしまう事故

が生じます。そういう過程があるので蜜蜂の蜜は安全と言っても良いのですが、通常は蜜蜂の蜜は１

歳児以下には食べさせないようにと国からも指導されています。ボツリヌス菌は自然界のどこにでも

いる菌ですが、加熱処理をされていない生はちみつにこの菌が入り込んでいることが極まれにあるそ

うです。抵抗力も免疫力もまだない、１歳未満の赤ちゃんが摂取すると乳児ボツリヌス症になる危険

性があり、最近そういう事故も生じていますのでご注意下さい。また食べすぎも、アレルギーになる

方もいるようなので注意が必要です。結局今回の落ちは、そんなに甘い話ばかりではないですよとい

うことです。（人生訓みたいになってしまいました） 
 
来月には捕獲の成果をご報告出来ると良いのですが。 
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本誌の記事が正確であるよう最大の努力を払っておりますが、間違いが含まれていることがあるかもし
れません。本情報をご使用になられる場合はご自身でもう一度ご確認ください。 
 
株式会社コスモス・コーポレイションは、下記Web site の運営体からそれぞれ個別の条件の下、Web情
報の引用、転載につき許可を頂いております。翻訳転載された記事の著作権は原著作権者に属します。
本誌掲載記事の無断転載を禁じます。本誌の複製、再配布は電子的なものを含み禁じます。 
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